
 

 

定期講座「熊本城学」第 26 回（桜の馬場城彩苑 2 階多目的交流室）       平成 30 年（2018）12 月 15 日（土）10 時～ 

彦根城と熊本城 -慶長の築城ラッシュ- 

熊本城調査研究センター  下高大輔 

■本日の話の流れ 

１  はぁ～っ、、、彦根城って？？ 

              【近江 彦根城】        【肥後 熊本城】 

旧  城・古  城  ：     佐和山城         /            隈本城 

築  城  時  期  ：   慶長 9年（1604）       /      慶長 4年（1599） 

築  城  大  名  ：   徳川幕府（井伊直
なお

継
つぐ

）   /           加藤清正 

元和元年（1615）からは井伊直
なお

孝
たか

単独 

江 戸 時 代 城主：       井伊氏     /    加藤氏・細川氏 

文化財保護法指定： 特別史跡・国宝・重要文化財 /   特別史跡・重要文化財 

（48.9ha）                      （51.2ha） 

２ 慶長の築城ラッシュって、なに？？ 

    慶長（1596～1615） 20 年間 

   時代背景：慶長大地震／朝鮮撤退後の豊臣政権内の亀裂／関ヶ原合戦後の大名の大規模な配置換え 

豊臣政権としては太閤豊臣秀吉の死去と内大臣徳川家康の台頭 

徳川政権が樹立するもまだ城郭統制がない 

その結果☞居城の大改修・移転や国境線に支城を複数築城 

     ちなみに現在の都道府県庁所在地に存在する城跡はほとんどこの時期に出現 

３ 慶長の城郭石垣いろいろ 

  豊臣政権の居城「伏見・名護屋」／朝鮮半島南岸に築城された「倭城」／大名の居城／国境防備の支城 

４ 熊本城（新城）の築城期の姿 

  城郭石垣観察の視点：これまでは隅角部と勾配 ☞ 築石部に目を向ける 

技術の変遷・発展のみ    発注者（権力者・大名など）の嗜好・目的 

熊本城（新城）石垣の位置付け ☞ 豊臣（秀吉）政権の嗜好性を継承しつつ、構築技術の最先端 

引用・参考文献 ※ゴシック体は比較的手に入りやすい文献です。 

富田紘一 2008『熊本城 歴史と魅力』熊本城顕彰会 

乗岡実 2009「岡山城跡の石垣」『岡山市埋蔵文化財センター研究紀要』第１号 岡山市教育委員会 

彦根市 2011『新修彦根市史』第 10 巻 景観編 

下高大輔 2014「彦根城―中世と近世が融合した縄張―」『週刊 日本の城』81 デアゴスティーニ 

下高大輔 2015「彦根城」『近畿の名城を歩く―滋賀・京都・奈良編―』吉川弘文館 

彦根市教育委員会 2015『特別史跡彦根城跡石垣保存修理工事報告書』２ 

下高大輔 2015「彦根城石垣普請工程解明の基礎的作業」『織豊城郭』第 15 号 織豊期城郭研究会 

彦根市教育委員会 2017『佐和山御普請、彦根御城廻御修復―発掘・解体調査からみえてきたもの―』（企画展示図録） 

下高大輔 2017「豊臣城郭石垣の変遷―城郭石垣変遷が示す豊臣政権―」『織豊城郭』第 17 号 織豊期城郭研究会 

下高大輔 2017「井伊家居城の佐和山城と彦根城が示す豊臣政権」『織豊期研究』第 19 号 織豊期研究会 

下高大輔 2018「倭城の石垣面に関する覚書―二種類の石垣が示す豊臣政権直轄普請―」『織豊城郭』第 18 号 織豊期城郭研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彦根城の普請順 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別史跡彦根城跡 文化財としての石垣修復箇所 

豊臣城郭石垣の石垣面変遷（下高大輔 2017 より） 


